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【ゴールドマーケットの現状】

一般社団法人日本貴金属マーケット協会 池水雄一

2022/07/04号

SPDR Gold Shares円建価格 ゴールドとドルインデックス

不況への恐れがマーケットのもっとも重要なテーマとなって来ました。インフレが不況へ
とつながる可能性をマーケットは真剣にみており、株、原油、銅、そして産業用の貴金属
であるプラチナそしてシルバーに売り圧力が強くなり、ゴールドも同じくその売り圧力に
さらされました。ゴールドも一時1800ドルを割り込みましたが、前回1800ドルを割れこ
んだ時と同様、すぐに買われて1800ドルを復帰、1800ドル割れでは買いが強いことを再
び証明することになりました。産業用メタルには確かに不況はマイナス要因となりますが、
ゴールドにとっては逆に安全資産としての強材料のなるべく要因です。1800ドル割れです
かさず買われたのはまさにそれを反映しているのでしょう。
2022年も半分が過ぎましたが、FRBの急激な利上げと不況への恐れにS&P500は1970年
からみると半年では最大の下げとなり、ビットコインは過去10年での四半期では最大の下
げを記録しています。しかし、ゴールドは年初からはわずか1%の下げにとどまっていま
す。「価値の保存」という意味ではゴールドは素晴らしいパフォーマンスで会ったと言え
るでしょう。この半年の米国上場商品のパフォーマンスをみてみると、上位5商品はすべ
てエネルギー。灯油、ガソリン、天然ガス、WTI原油、ブレント原油となっています。そ
して下がったのは株価指数、ドル以外の通貨、米国債、ゴールド以外の貴金属、銅といっ
た商品になっています。その中でゴールドはマイナス0.86%とほぼ年初と変わらぬ価格を
保っているのは特筆すべき状況でしょう。今後不況への突入がはっきりしてくると株価の
下げはさらに加速され、それに対して安全資産としてのゴールド相対的価値の上昇という
ことになるのではないでしょうか。

1分  XAU=, .DXY 6:01 2022/06/18 - 18:39 2022/07/04 (TOK)

LineGrd, XAU=, Mid Price(Last), 6:01 2022/07/02, 1,811.1800, +3.2930, (+0.18%), LineGrd, .DXY, Trade Price(Last), 6:00 2022/07/02, 105.120

+0.435, (+0.42%)
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Gold ETF残高とゴールド価格

米長期金利とゴールド

円建てゴールドとドル円

【マーケット・トピック】

今年ももう半分が過ぎました。まさに光陰矢の如
しという言葉を身に染みて感じます。本文の方で
も触れましたが、↓のチャートは今年上半期の米
国上場商品の騰落率です。ゴールドは年初来ほぼ
変わらずで、「価値の保全」という意味での本来
のゴールドの役割を果たしていると言えるでしょ
う。プラチナはマイナス9%、シルバーはマイナ
ス15%、銅はマイナス18.7%となっており、不
況の恐れがこれら産業用メタルの下落の原因と
なっていると思われます。またエネルギー以外に
上昇しているのは、植物油、穀物などが上位を占
めており、まさにインフレの中心となっているの
がエネルギーと食物であることがよくわかります。

2022年上半期の商品騰落率
日足  HLDTOTALL=XAU, XAU= 2017/07/04 - 2022/10/06 (UTC)

LineGrd, HLDTOTALL=XAU, Trade Price(Last), 2022/07/02, 2,242.729, LineGrd, XAU=, Bid(Last), 2022/07/01, 1,810.1800+3.2930, (+0.18%) 数値
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1分  XAU=, US10YT=RR 6:01 2022/06/18 - 18:39 2022/07/04 (TOK)

LineGrd, XAU=, Mid Price(Last), 6:01 2022/07/02, 1,811.1800, +3.2930, (+0.18%), LineGrd, US10YT=RR, Bid Yield(Last), 

3:31 2022/07/02, 2.8894
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1分  XAU=, JPY= 6:01 2022/06/18 - 18:39 2022/07/04 (TOK)

LineGrd, XAU=, Mid Price(Last), 6:01 2022/07/02, 7,872.221, LineGrd, JPY=, Mid Price(Last), 6:00 2022/07/02, 135.21-0.54, (-0.40%) 価格
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